
令和７年度 第１回豊明市障害者地域自立支援協議会 次第 
 

    令和７年９月１９日（金）  

午後２時～午後３時３０分 

総合福祉会館３階 大会議室  

 

あいさつ 

 

 

議 事 

 

議題１ 日中サービス支援型共同生活援助事業の評価結果 

及び現状について【報告】 

 

資料１   

 

議題２ 専門部会等の活動状況について【報告】 資料２ 

 

議題３ 就労選択支援事業について【報告】 資料３ 

  

 

   

   

   

   

 



豊明市障害者地域自立支援協議会　委員名簿

氏名 所属・役職名 任期

R7.6.1～

R9.3.31

R7.6.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R7.6.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

R7.6.1～

R9.3.31

R6.4.1～

R9.3.31

古江　俊博 名古屋南公共職業安定所　所長

笠原　尚志 豊明市商工会　代表

佐藤　花織
特定非営利活動法人くるみの会

理事長

住田　敦子
特定非営利活動法人

尾張東部権利擁護支援センター長

平野　雅紀 障害者支援施設ゆたか苑　苑長

加藤　誠 豊明市社会福祉協議会　会長

矢野　守 豊明地区民生児童委員協議会　会長

涌田　裕一
愛知県瀬戸保健所　健康支援課

主査

藤田　潔 医療法人静心会　理事長

鈴木　智博 東名古屋豊明市医師会　代表

尾﨑　芳美 手をつなぐ育成会　代表

森　剛人 豊明市校長会　代表

安藤　真理
豊明市幼児教育研究会　代表
（リジョイス幼稚園園長）

井手　亮介
愛知県立大府もちのき特別支援学校

教頭

13

14

7

8

9

10

11

12

6

1

2

3

4

5



様式第６号（第８条関係）

Ａ評価：取組内容が優れている。

Ｂ評価：事業の制度や趣旨を理解し、取り組んでいる。

Ｃ評価：取組内容が十分でなく、改善が必要である。

グループホームイノベル豊明
（旧：グループホームふわふわ豊明）

ビオネストグループ　イノベルヘルスケア
（旧：株式会社恵）

（裏面に続く）

日中サービス支援型共同生活援助に係る事業評価結果（事業開始後）

協議の場 令和６年度　豊明市障害者地域自立支援協議会　（令和７年２月２１日開催）

事業者（法人）名 事業所名

評価項目（○を付ける） 主な評価ポイント

・地域で生活する障がい者の緊急一時的な宿泊の場として、緊急受け入れ等を含
め、積極的な受け入れに取り組んでいるか。

Ｂ 4 人

Ｃ

１　日中サービス支援型共同
生活援助について

Ａ 0 人 ・重度化・高齢化のため日中活動サービス等を利用することができない障がい者を
積極的に受け入れているか。
・障がい者支援施設や精神科病院等からの地域移行の促進及び地域生活の継続等、
地域生活支援の中核的な役割を担っているか。

Ｂ 6 人

Ｃ 4

4 人

３　協議会からの評価結果へ
の対応について

Ａ 3 人

人

２　短期入所について

Ａ 2 人

・日中を住居内で過ごす利用者に対して、個々のニーズや障がい特性に配慮した援
助が行われているか。
・利用者が充実した地域生活を送ることができるよう、外出や余暇活動等の社会生
活上の支援が行われているか。

Ｂ 7 人

Ｃ 1

・協議会からの評価結果を尊重し、事業運営に取り入れるとともに、事業の質の向
上に努めているか。

Ｂ 6 人

Ｃ 1 人

６　特定相談支援事業者や障
がい福祉サービス事業者との
連携について

Ａ 2 人

人

５　家族や地域住民との交流
について

Ａ 0 人

Ｂ 6 人

Ｃ

４　支援の実施について

Ａ 2 人

・利用者の意向に反して日中活動サービス等の利用が制限されることなく、個々の
利用者に対して適切な障がい福祉サービス等の利用が図られるよう、他の事業者が
運営する特定相談支援事業者や障がい福祉サービス事業者と緊密な連携に努めてい
るか。

Ｂ 8 人

Ｃ 0 人

4 人

・地域社会との連帯とを確保する観点から、家族や地域住民との交流の機会を確保
するための取り組みが行われているか。

８　支援の質の確保について

Ａ 0 人

７　利用者の健康管理につい
て

Ａ 2 人

・利用者の健康状態を把握するにあたり、医療機関との連携、医師や看護師の訪問
の有無、日々の健康管理方法等に問題はないか。

Ｂ 8 人

Ｃ

合計

Ａ 11 人

Ｂ 51 人

Ｃ 18 人

・常時の支援体制の確保（職員採用、離職防止策等）、職員の資質の向上（研修、
技術指導及び資格取得支援等）のための取り組みが行われているか。

Ｂ 6 人

Ｃ 4 人

0 人

資料１



・今後レベルアップを図る人材教育を進めていただきたい。人材確保も簡単では
ないと思うが努力をしていただきたい。

・前回と比べて改善できていると思う。家族との交流は努力すればできると思う
が、地域との交流は時間がかかるのでじっくり取り組んでほしい。親の高齢化に
より障がい者支援は急増すると思うので、頑張っていただきたい。

・世間の目や会社の課題認識レベルなど厳しい状況と思われるが、会社に聞かな
いとわからないことであれば、答えられる方が出席された方が良いと思う。会社
自体の姿勢が最後に責任を持った行動になることを期待する。指摘事項に対し、
教えてほしいことは説明不足感があった。

・実際、取り組みをされていないとは思わないので、B判定が多くなる。内容につ
いての把握がなかなか見えないので、評価がしづらいのが本音である。しかし、
個々のニーズにあったものを、以前よりも考え取り組んでいただいているのだろ
うとの希望もあり、評価したのが実態である。運営については、これから始まっ
ていく中で、注視していきたいと思っている。

・夜間の人員が少ない日があると聞いたので少し不安である。また、話を聞いて
いく中で、入居者同士のトラブル等もある様だが、充分な職員の配置をお願いし
たい。

・資質向上についての研修の充実がもっと図れるとよいと感じた。特に、内部以
外の県等が行う研修に希望がある職員だけが参加しているのみになっており、職
員全体のスキルアップを目指すために、より多くの職員が研修を積むことが望ま
しい。内部の研修も、講義形式ではなく、職員が主体的に取り組む内容になると
よい。

・自宅活動（帰宅後～）の時間の取り組みについては少し説明があったが、ごく
一部の方のように感じた。他の方はどうしてるのか考えてしまう。

・人員確保は難しい問題かと思うが、頑張ってほしい。

・研修制度は「やってる」ということであれば、もう少し情報としてその結果を
明示してほしかった。

・資料を読むだけの報告ではなく、書いてあること以外の踏み込んだ話が聞ける
と良いのではないか。

評価内容、要望及び助言



資料２ 
 

 

専門部会等の活動状況について 

  

 

 

＜令和 7年度豊明市障害者地域自立支援協議会 体系図＞ 
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■おとな部会 

 

目的：障がいのある人が地域で自分の力を発揮していきいきと生活するため、また、 

親なき後や緊急時等にも滞りなく地域全体で支えられる体制を構築する。  

 

１．これまでの活動 

（１）協議の場 

日 時：令和７年４月１５日（火）、６月１７日（火）１０時～１２時 

内 容：親なき後勉強会、福祉的就労説明会、地域生活拠点整備等 

出席者：部会員（障害福祉団体代表、主任相談支援専門員、障害者支援施設、 

尾張東部圏域相談支援アドバイザー） 

事務局（地域福祉課、基幹相談支援センター） 

(２) 親なき後勉強会 

日 時：令和７年７月１５日（火）１０時～１２時 

場 所：豊明市総合福祉会館３階 大会議室 

テーマ：「障がいのある人の親なき後勉強会」 

    ～もうそろそろ親なき後に向けて準備しませんか～ 

        ※次頁「実施報告」参照 

（３）視察 

      ① 日 時：令和７年６月４日（水）１０時～１２時 

場 所：日進市民会館 小ホール 

内 容：「障害がある（と思われる）お子さんの保護者向け 

 学校卒業後の進路を考えるための障害福祉サービス説明会」 

    ② 日 時：令和７年６月１１日（水）１０時～１６時 

場 所：東郷町役場２階 大会議室 

  内 容：「福祉サービスを利用した就労説明会」 

 

２．今後の活動 

（１）障がいのある（かもしれない）お子さまの福祉的就労説明会 

日 時：令和７年１０月７日（火）１０時～１２時 

場 所：豊明市総合福祉会館３階 大会議室、視聴覚室 

 （２）協議の場 

 ９月、１２月、２月 
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「親なき後勉強会」実施報告 
 
１．目的 
  障がいのある人が親なき後も滞りなく地域で生活していけるよう、親がいる間に

できることを具体的に考え、親御さんや支援者同士で意見交換することで、支援

体制を整える機会とする。 
 

２．日時 
   令和７年７月１５日（火）１０時～１２時 
 
３．場所 

   豊明市総合福祉会館３階 大会議室 
 
４．内容  

第一部 「支援者からみた親なき後事例」 
山田 美由希氏（ファイン相談支援事業所 主任相談支援専門員） 

        田中 絵梨子氏（社協相談支援事業所 相談支援専門員） 
       「家族が語る体験談」 
        服部 ゆかり氏 

二村 笑子氏 
   第二部 「やることリストをつくってみよう」グループワーク 
 
５．参加者 

   合計５２名（内訳：家族３２名、当事者２名、支援者９名、部会事務局９名） 
 
６．総評 

   やることシリーズとして今年度で３回目となる。会場いっぱいの参加があり、事

例報告や体験談では、「へえ」「なるほど」など頷きながら聞かれており、参加者

ご自身の我が家のやることを考えるきっかけとなり、つながりの大切さを実感す

る機会となったと考える。引き続き、開催を期待する声も多くいただいた。 
 

 
 
 
 

-3-



■子ども部会 

 

１．第１回医療的ケア児等支援の協議の場 

（１）目的 

①医療的ケア児等とその家族の支援に係る課題や情報共有に関すること 

②医療的ケア児等とその家族の支援に係る関係機関の連携の強化に関すること 

③医療的ケア児等とその家族の支援に係る対応策の協議に関すること 

④上記に掲げるもののほか、医療的ケア児等の支援に必要な事項に関すること 

（２）日時 

令和７年５月２３日（金）１０時～１２時 

※医療的ケア児等コーディネーター会議 令和７年５月１６日（金） 

（３）場所 

豊明市役所新館１階 会議室６ 

（４）出席者 

愛知県医療療育総合センター、愛知県医療的ケア児等アドバイザー 

尾張東部圏域相談支援アドバイザー、愛知県瀬戸保健所 

学校教育課、こども保育課、地域福祉課、共生社会課、子育て支援課 

基幹相談支援センター、児童発達支援センター 

（５）内容 

・医療的ケア児等の実態把握 

・各部署での取り組み内容の共有 

・医療的ケア児等の実態把握から集約した課題についての検討 

 

（集約した課題について） 

①情報提供について 

・既存の情報の整理、提供方法の検討 

・既存の場所の活用、新たな交流の機会の検討など 

②災害時の対応 

・個別の避難計画、電源や備品の確保など 

③在宅レスパイトの制度の研究・検討 

・緊急時等の対策等について 

・国の補助制度、他市の制度の把握など 
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２．第１回豊明市障害児通所支援事業所等交流会 

（１）日時 

令和７年７月１０日（木）１０時～１２時 

（２）場所 

豊明市保健センター 

（３）出席者 

児童発達支援、放課後等デイサービス、障害児相談支援事業所の職員等 

児童発達支援事業所、放課後等デイサービス等（１３事業所２６名）、 

相談支援事業所（６事業所１１名）、市役所関係（４課９名） 合計４６名 

（４）内容 

①豊明市障害者地域自立支援協議会について 

②「深めよう私たちの支援、広げよう支援の輪」 

※ワールドカフェ方式によるグループワーク 

③各事業所からの情報提供 

 

３．障害児等療育支援事業を活用した講演会・勉強会 

（１）第１回 令和７年５月２６日（月）１０時～１２時 

①テーマ 癇癪が多い子どもへの対応 

②場 所 豊明市共生交流プラザ 南館３階 研修室 

③講 師 愛知県医療療育総合センター 池田 詠衣子氏 

④参加者 保護者、市内保育園、幼稚園、福祉事業所等職員等 

保護者７名、保育園関係１６名、事業所職員等２０名 合計４３名 

⑤内 容 

・言葉でのコミュニケーションだけでは不十分なお子さんへ、視覚支援を用い 

 た情報保障や自立活動を支援する方法について学ぶ 

・支援事例についての紹介 

⑥感想等 

・保護者…わかりやすくて参考になった。疑似体験が良かった。リフレーミン 

グをやってみたいと思う。褒める、スルーするをやってみます。他の

保護者と話す機会が持てて良かった。 

・保育士…自分の対応を見つめ直すことが出来た。参加者同士の交流が持てて良

かった。初めて疑似体験を経験できた。すぐに実践できる内容で良か

った。質問の時間に具体的な回答があり参考になった。 

・支援者…グループで話し合う時間があって良かった。疑似体験が良かった。 

環境調整や本人の希望を把握することをしていきたいと思った。褒

めた後の子どもの様子を見たことがなかった。現場に活かしたい。癇

癪への対処方法が増えて良かった。 
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（２）今後の予定 

①第２回 令和７年９月２６日（金）１０時～１２時 豊明市文化会館 

テーマ 感覚統合の話～基礎からちょっとした実践まで～ 

講 師 愛知県医療療育総合センター  

リハビリテーション科 作業療法士 松田 祥子氏 

  ※圏域内へ情報を周知し参加者募集を実施 

②第３回 令和７年１１月１０日（月）１０時～１２時 豊明市共生交流プラザ 

テーマ 偏食のある子どもへの対応 

講 師 今後調整 
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■就労支援部会 

 

１．目的 

   障がいのある人がその特性に合わせた働き方ができ、個々の能力を活かして自

分らしく仕事ができる地域づくりを目指す。 

 

２．目標 

（１）就労支援に関する地域課題を整理し、優先して解決に取り組む項目を選定す

る。 

（２）令和７年１０月より創設される新サービス「就労選択支援」の運用について

協議する。 

（３）就労支援事業所のスキルアップ、支援の質の向上を図る。 

 

３．取組内容 

（１）地域課題の中で重要度が高く、早期介入が必要な項目を分類。 

（２）市内就労支援関連事業所に就労選択支援サービスの説明会を行う。また、その 

準備のためのワーキンググループを部会員で結成する。 

（３）就労選択支援サービスを運用するためには関係機関の連携が必要となるため、

周知を通じて、支援の質向上のための学びを深める。 

 

４．部会日時 

  第１回 令和７年５月２７日（火）午後２時より 

  第２回 令和７年８月１９日（火）午後２時より 

  第３回 令和７年１２月１６日（火）午後２時より 

 

５．構成員 

  民間企業（中西、藤田学園）、ハローワーク名古屋南、 

  尾張東部障がい者・就業生活支援センターアクト、 

  福祉サービス事業所（オアシス豊明、ＤＳパートナーズ）、 

  共生社会課、地域福祉課、基幹相談支援センター 
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■権利擁護ＰＴ 

 

１．目的 

障がいのある人が安心して暮らせるために、意思決定の尊重、残存機能を活かしな

がら自立を促す。また、地域課題の整理、各関係機関の立場で具体的な内容の検討

を行い、本市にて必要と思われる権利擁護に関する課題解決に向けて協議する。 

２．目標 

（１）権利擁護に関する取組み状況や課題を明らかにする。 

（２）障がいのある方の尊厳を守り、本人主体の支援が受けられる。 

３．日程・内容  

（１）日 時：令和７年６月２６日（木）９時４５分～１１時４５分 

会 場：豊明市文化会館 ギャラリー 

内 容：「虐待防止・身体拘束適正化研修 

～不適切対応に気づき権利擁護の感度を上げる～」 

講  師：田中 悟氏 (社会福祉法人豊明福祉会次長) 

  （２）日 時：令和７年７月２２日（火）１０時３０分～１１時３０分 

     会 場：豊明市総合福祉会館３階 視聴覚室 

     内 容：前年度の活動内容について振り返り。 

         令和６年９月に実施した「権利擁護に関するアンケート調査集計」

の共有。 

福祉サービス事業所への定期巡回訪問（活動実施について）。 

「意思決定支援」「虐待防止」「財産管理」「地域社会への参加促進（自  

分らしく）」の４つの取り組みが大事。 

「学びを深めるためにも、新人研修を開催してはどうか。」「若手の

職場定着につながる。」「仲間（横の繋がり）ができるのではないか」

等の意見が出たが、絞り込みには至らなかったため、事務局で再度

打合せの上、今年度の活動内容を決定する。 

（３）第３回部会 令和８年１月（予定）  

４．メンバー 

豊明福祉会、障害者支援施設ゆたか苑、尾張東部権利擁護支援センターあすライツ、 

相談支援事業所ラルハナ、くるみの会（相談支援事業所のわ）、 

尾張東部圏域相談支援アドバイザー、地域福祉課、基幹相談支援センターフィット  

５．他の部会、連絡会、ＰＴとの共催 

（１）相談支援事業所連絡会・研修会 

（２）福祉サービス事業所連絡会 
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■防災ＰＴ 

 

１．目的 

   近年中に大規模災害の発生が想定される中、安全な退避行動を取ることが困難

な要配慮者の命を守るために、市役所が作成する「避難行動要支援者名簿」が

実態に即した内容となるよう情報提供に協力し、支援が必要な障がいをお持ち

の人の「個別避難計画」を作成できるよう支援する。その上で、災害発生時に

対応するための支援体制構築を目指す。 

２．目標 

（１）大規模災害に対応できるよう関係機関のネットワーク構築を図り、安全な退避

行動を取ることが困難な要配慮者の命が守れるよう支援体制づくりを行う。 

（２）福祉避難所が機能するよう、実態を把握し、必要な準備を行う。 

（３）避難に支援が必要な人が安心して暮らせるよう、個別避難計画を作成し、発災

時に備える。 

３．取組内容 

（１）市内障がい福祉サービス事業所が、福祉避難所の開設が必要な状況になった時

に協力できる項目を取りまとめ、大規模発災時に協力体制が取れるようネット

ワークを構築する。 

（２）福祉避難所となることが想定される事業所で、実際に立ち上げを想定した訓練

を実施して、問題点の洗い出しを行う。 

（３）通所する人の人数が多い事業所から、発災時に退避行動を取ることが困難とな

りそうな人へ個別避難計画作成を促し、計画作成の支援を行う。 

４．部会日時 

  第１回 令和７年６月３日（火）１３時３０分～ 

  第２回 令和７年８月２８日（木）１０時～ 

  第３回 令和７年１２月１１日（木）１３時３０分～ 

５．今後の予定 

  令和７年１０月２９日（水）午前１０時～ 

  文化会館ギャラリー３・４ 

  「豊明福祉会３事業所（メイツ・フレンズ・あびっと）保護者向け 

個別避難計画作成の説明会（仮）」 

６．構成員 

  福祉サービス事業所（ゆたか苑、メイツ）、児童発達支援センター、 

  防災防犯対策課、子育て支援課、地域福祉課、基幹相談支援センター 
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■相談支援事業所連絡会・相談支援事業所研修会（事例検討） 

 

１．目的 

相談支援専門員（相談支援員）による地域課題の抽出・共有、関係機関との連携 

強化、相談支援の質の向上を図る。 

 

２．開催日 

連絡会 偶数月（４、６、８、１０、１２、２月）第４月曜日 

研修会 奇数月（５、７、９、１１、 １、３月） 〃 

（研修会・事例検討を交互にて開催） 

 

第１回 

日 時：令和７年４月２８日（月）１３時３０分～１５時 

 出席者 ：指定特定、指定障害児相談支援事業所、尾張東部圏域相談支援アドバ 

イザー、地域福祉課、共生社会課、児童発達支援センター、 

基幹相談支援センター 

内 容： 各事業所の取り組みや自己紹介等 

  地域課題の抽出に関すること 

  情報共有や自立支援協議会、他事業に関する周知、案内 

  

 第２回 

日 時：令和７年５月２６日（月）１３時３０分～１５時 

 出席者 ：指定特定、指定障害児相談支援事業所、尾張東部圏域相談支援アドバ 

イザー、地域福祉課、共生社会課、児童発達支援センター、 

基幹相談支援センター  

  内 容： 障害福祉計画についての研修 

       情報共有等 

  

 第３回 

日 時：令和７年６月２６日（木）９時４５分～１１時４５分 

    （福祉サービス事業所連絡会・権利擁護ＰＴとの共催） 

場 所：豊明市文化会館 ギャラリー 

内 容：虐待防止・身体拘束適正化研修 

～不適切対応に気づき、権利擁護の感度を上げる～ 
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講 師：田中 悟氏 

    社会福祉法人豊明福祉会 次長 

      ※次頁「福祉サービス事業所連絡会 実施報告」参照 

   

 第４回 

日 時：令和７年７月２８日（月）１３時３０分～１５時３０分 

  場 所：豊明市総合福祉会館３階 大会議室 

  内 容：令和７年度成人期発達障害者支援連続研修（１日目） 

「成人期発達障害の方の困ったをひもとこう」 

基礎講演：「発達障害の理解と支援について」 

       ・発達障害とは何か、発達障害の特性を知る。 

・特性の中でも他者に理解されにくい感覚の体験により生きづらさを知る。 

       ・発達障害の特性に対する支援方法の一例を学ぶ。 

      講 演：「氷山モデルについて」 

      ・行動の理解の方法として氷山モデルを学ぶ。 

  講 師：あいち発達障害者支援センター 川島 陽子氏 

出席者：２９名（相談員１３名、福祉事業所１０名、行政等６名） 

   

 第５回  

日 時：令和７年８月２５日（月）１３時３０分～１５時３０分 

  場 所：豊明市総合福祉会館３階 大会議室 

  内 容：令和７年度成人期発達障害者支援連続研修（２日目） 

「成人期発達障害の方の困ったをひもとこう」 

事例検討：（模擬事例）氷山モデル 

      ・事例の中に出てくる「問題とされる行動（改善をしたい行動）」に着目 

しその行動の背景にあるものは何か、その人はどのような特性を持って

いるのかを考え、支援方法につなげる。 

      ・グループで出た意見を発表し、共有する。  

  講 師：あいち発達障害者支援センター 川島 陽子氏 

  出席者：２９名（相談員１４名、福祉事業所１１名、行政等４名） 
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■福祉サービス事業所連絡会「虐待防止・身体拘束適正化研修」実施報告 

 
１．目的 
障がい福祉サービス事業者としての使命は、権利の主体者である福祉サービス利用者の

人権を守り、絶えず質の高いサービスの提供に努力することであり、サービスを提供す

る人材の育成が欠かせない。利用者の人権を守る最後の砦であるという自覚に基づき、

虐待防止の取り組みを組織的かつ計画的に進めることが責務である。市内事業所の権利

擁護の意識の向上と連携強化を図る。 
 

２．日時 
  令和７年６月２６日（木）９時４５分～１１時４５分 
 
３．場所 

  豊明市文化会館 ギャラリー 
 
４．内 容 

  ・事務連絡 
  ・研修「虐待防止・身体拘束適正化研修 

～不適切対応に気づき、権利擁護の感度を上げる～」 
      講師 田中 悟氏 社会福祉法人豊明福祉会 次長 
 
５．参 加 者 

  市内障がい福祉サービス事業所（児・者）４０事業所６０名 
行政機関等（地域福祉課、子育て支援課、共生社会課、学校教育課等）６機関１０名 
合計７０名 
 

６．所感 
受講後のアンケートでは、「とても良かった」という意見が多く、「普段の自分たちの支

援が虐待になっていないか考える良いきっかけとなり、今一度、自分たちの支援を考え

直そうと思う」という記載もあった。不適切対応が積み重なり、権利擁護の感度が鈍り、

虐待へとつながらないよう気づきを促し、他事業所との交流により視野を広く持つ機会

となった。 
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資料３






















